
 

（一社）日本建築板金協会

自動車リースのおすすめ
<現在お持ちのお車を活用する方法>

貴重な人材、資金、時間をムダにしていませんか？

リース導入の方法

順次入替方式 現在ご使用のお車の買い替え、あるいは増車のタイミングで
順次リースに切替えていただく方式です。

リースバック方式

現在お客様が所有されている全車両をオリックス自動車が帳簿価格で
購入。車両1台毎にこれまでの使用年数や車検満了日を考慮してリース
期間を設定し、そのままリース車としてご利用いただく方式です。

リース開始日

リース導入後リース導入前

リースバックの

メリット

全車両が一斉にリース車となりますので、リース車と保有車の混在
が避けられ、管理業務が一挙に軽減されます。また、帳簿価格での
売却となりますので、売却損益は一切発生いたしません。

問い合わせ先

オリックス自動車株式会社
担当部署 ： リテール事業部リテール営業第二チーム
担当者名 ： 志村 ・ 渡辺
電話番号 ： 03-6436-6803

<新たな車両からリースに切り替える方法>

コストメリットの仕組み

☆車両・部品の大量購入／大量委託によるスケールメリットでコスト削減



 

a 33
b 15

成約時に取扱い手数料の一部を所属組合へ還元。
※二輪（原付を含む）、中古車、リースバックを除く
（一社）日板協は実績/ノウハウ共に業界トップクラスの
オリックス自動車株式会社と業務提携しております。

車両の維持管理には、総務／経理／営業部門で以下のような業務が発生しています。
当社の自動車リースを導入することで業務削減効果があります。

車両に関する
管理業務比較

自動車リースとは
お客様に代わってリース会社がお客様の希望する車を購入し、一定期間一定料金で
賃貸することです。

所有者はリース会社となりますが、ナンバープレートは一般車両と同じです。
使用者名義はお客様で、購入した場合と同様に車を使用できます。所有者と使用者

社名文字書や、特別架装等お客様のご要望の仕様が可能です。仕様等

法定耐用年数の70%以上が原則となり、車両の使用期間や月間走行距離に
応じて設定させていただきます。リース期間

リース期間終了後は、車両の状態により再リース（期間：1年）か、車両を
お返しいただき、車両入替をして新たにリース契約するかをご選択下さい。リース終了時の

税法上リース終了車をお客様に売却はできません。税務上の規則

管理上の

メリット

複雑な車両管理業務が大幅に削減されます。
ディーラーとの価格折衝、その支払い、各種税金の支払い、保険加入
およびその期日管理、また点検・整備・継続車検・修理などの複雑な
管理業務が一挙に削減されます。

車両の稼動率が高まります。
保守サービスが定期的に実施されるため、より安全に、より効率よく車
両を利用できます。（メンテナンスリース契約で故障回数を削減）

万一の事故にもスムーズに対応できます。
万一の事故にも専門スタッフが迅速・的確に対応し、示談・保険手続
などを保険会社と一体となって処理します。（弊社保険代理店の場合）

経理上の

メリット

リース料は全額経費処理できます。
毎月のリース料は,法律上全額必要経費とすることができます。

原価意識が高まります。
１台毎の車両コストが明確になることから社員の原価意識が

高まります。

車両にかかわる予算策定がラクになります。
リース料は一定であることから予算計画を立てるうえで非常に
ラクになります。

車両の使用に伴う経費の均等化が図れます。
リース料は契約期間中一定ですので、経費の均等化が可能と
なります。

財務上の

メリット

資金調達が不要です。
車両代全額をリース会社が負担しますので、100％の
融資効果が得られます。

資金の有効活用が図れます。
所有せずに使用することにより、資金の固定化を防ぎ、
余った資金を有効に活用できます。

現状４８項目 ﾘｰｽ後１５項目

各部門での車両管理計４８項目が
１５項目に削減できます。

ご本業に集中する時間を創出します。
組合員の皆様の業務効率化を実現！

削減率
７０％

ﾘｰｽ後の削減率

この比較は、保険を含めたフルメンテナンスリースを

導入した場合の、当社独自のシュミレーションによります。

組合の

メリット


